
よい年をお迎えください
令和５年も残すところあと僅かとなりました。みなさま方におかれましては、一年間、本校教育にご理解

とご支援を賜りありがとうございました。令和６年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、子どもたちは２学期もよく頑張りました。日々の授業だけでなく、多くの体験活動や行事等をとお

して力を伸ばしてきました。その頑張りを褒めるとともに、子どもたちには、新年を迎えるに当たって、新

たな目標（一生懸命取り組みたいことやできるようになりたいこと、こんな１年にしたいと思うこと等）を

立てておいてほしいと思っています。

１７日間の冬休みを経て１月９日(火)から３学期が始まります。昨年度にも申しましたが、３学期は、１年

の始まりであり、学年のまとめと４月の進学･進級に向けて準備をする時期でもあります。もう一度気持ち

を新たにして、新しい年を出発させたい、そして、すべての西小っ子が、個々に立てた目標や希望をもって、

充実した学校生活が送れるよう支援して参りたいと存じます。ご協力のほど、何卒よろしくお願いします。

～月行事予定表（別紙）とあわせてご覧ください～

★３学期の始業式は１月９日(火)、給食は１月１０日(水)
から始まります。１月９日(火)は１１時頃に一斉下校
で、１月１０日(水)･１１日(木)･１２日(金)の３日間は
全学年５校時までの授業とし１４時４５分頃に一斉下
校で、全校児童揃って学校を出発し帰宅します。

★１月２６日(金)に来年度入学児童の保護者を対象に
｢入学説明会｣を開催します。並行して、体験入学
(入学児童と１年生の交流)を行います。各こども園･保育園
所･幼稚園をとおして案内文書を配布しましたが、
来年度入学予定児童の保護者の中で、案内文書を
渡されていない方、もしくは身近にそういった方
がいらっしゃる場合は、学校までご連絡ください。

★たつの市立中学校５校の「入学説明会」についても、
概ね２月上旬に計画されています（龍野西中学校は
２月２日(金)の午後開催、案内文書は１２月１５日付
で６年生児童に配付済み）ので、ご予定ください。

１１月２５日(土)の「地区訪問継走」は、第７０回の記念

大会でした。大変多くの方々に、交通整理･安全確保、伴

走、車両、準備･片付け、応援等、協力･支援していただき、

さらに中学生の参加も得て、盛大に開催することができま

した。ありがとうございました。

また、１２月１３日(水)に開催した「にこにこ感謝祭（西

っ子感謝祭）」は、日頃お世話になっている地域の方への

感謝の会とあわせて、揖西西小創立７０周年をお祝いしよ

うという会でもありました。急なお願いにもかかわらず、

多くの方にご来校いただき、子どもたちの心に残る会にし

ていただいたこと重ねてお礼申し上げます。これからも何

卒よろしくお願いします。

なお、行事の内容等については、次号で紹介いたします。

～健康の森から、いつも西小っ子を見つめている森の木のつぶやきです～
けんこう もり にししよう こ み もり き

２学期を少し振り返ってみよう。充実した２学期を送れ
がつ き すこ ふ かえ じゆうじつ がつ き おく

たかな？そして、３学期の目標を立てよう。がんばりたい
がつ き もくひよう た

な、できるようになりたいなと思うものに挑戦してみよう。
おも ちようせん

それから、冬休みの宿題をしっかりしておこう。苦手だな、
ふゆやす しゆくだい にが て

復習しておきたいなと思うところを自分で考えて（低学年
ふくしゆう おも じ ぶん かんが ていがくねん

は家の人と相談して）、自分のペースで取り組もう。
いえ ひと そうだん じ ぶん と く

さあ、いよいよ、みんなが楽しみにしていた冬休み。事
たの ふゆやす じ

故やけが、感染症に気をつけて、いい冬休みにしてほし
こ かんせんしよう き ふゆやす

いな。1月9日（火）の始業式に、元気に会おうね。 (つづく)
いちがつここのか かようび し ぎようしき げん き あ

～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～

★冬休みの課題について
１２月２３日(土)から１月８日(月)まで、冬休みで

す。その間の宿題として、必ずするものは、どの学
年も、①冬休み用問題集１冊と②親子読書とします。
その他につきましては、「冬休みのくらし」の「進
んでしましょう」の欄に例示してありますので参考
にして、高学年は自分で考え、低学年は親子で相談
して、各々のペースで取り組むようにしてください。
冬休みは、普段できないことをしたり、なかなか会
えない人との出会い（集まり）等があったりすると
存じます。そういった体験を大切にして、充実した
冬休みを是非送ってほしいと思います。
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《1１月３０日（木） ６年「菖蒲谷村についての学習」》
昨年度に引き続き、菖蒲谷村の遺構を保存する会の

みなさまのご案内で、６年生が菖蒲谷へフィールドワ
ークに出かけました。子どもたちは、地元の山中に約
６０年程前まで、人が暮らしていた集落があったこと、
現在、その遺構を守っていこうと
されている方々がいらっしゃって、
きれいに整備されていること等を
実際に見て、改めてふるさと揖西
西について考え、大切にしていこ
うとする思いを強くしていました。

《表彰》～受賞者のみなさん、おめでとう(敬称略、数字は学年)～
★たつの市民表彰
たつの市民奨励賞：長方香稟⑹

★全日本空手道連盟糸東会関西地区選手権大会
｢組手｣小学四年生女子(小･中級)優勝：中川杏那⑷
｢形｣小学四年生男女(中級)準優勝：中川杏那⑷

★新舞子カップ2023 キッズSUPレース
第３位：オキャラハンクインラン直美⑸

★いち福神カップ 布袋尊トーナメント
第３位：揖西東バレーボールチーム
本校所属児童…田坂こはる⑹、山田光空⑹

山田光心⑷、田坂葵⑶、田坂岳⑴
★兵庫県小学生陸上競技たつの市・揖保郡大会
100m6年女子第4位：田渕乃々華(15秒71)
100m5年女子第7位：香田心暖(16秒91)
80mハードル5年男子第8位：義平隼二(18秒87)
800m6年女子第5位：山田光空(3分00秒05)
800m6年女子第7位：竹内栞渚(3分01秒38)
800m4年女子第2位：西田明日香(3分00秒52)
1500m6年男子第5位：立川蓮太(5分18秒98)
4×100mリレー6年女子第4位(1分01秒36)

：原田日鞠･田渕乃々華･可藤心羽･山田光空
4×100mリレー4年女子第8位(1分11秒37)

：室谷咲花･西田明日香･山田光心･宮川あおい
走幅跳6年女子第1位：原田日鞠(3m68)
走幅跳5年女子第3位：上田愛菜(3m03)
走高跳6年女子第6位：上 川柚月(1m00)
総合女子第7位：揖西西小学校(43点)

《1１月１３日（月）・12月4日（月） ６年「SC授業」》
スクール･カウンセラー(SC)の飯塚先生にストレス

との向き合い方についてお話しいただきました。この
先、進路選択や人間関係等で悩むことがあるかもしれ
ませんが、ストレスと上手く
付き合い、心身共に健康な生
活を送ってほしいと思います。

《1１月１４日（火） ２年「わらうち体験」》
《1１月１６日（木） ２年「わら縄作り体験」》
菅野仁孜さま、下房仁美さまをはじめ地域のみなさ

ま方を講師に、多数の保護者の協力の下、わらうちと
そのわらを使った縄作りを体験しました。後日さらに、
クリスマスリースや正月飾りに仕上げました。平素、
縄を編んだり使ったりするこ
とはほとんどなく、実際に編
んでみて、結構な力が必要だ
と分かったようで、たいへん
貴重な体験となりました。

《1１月１７日（金） ６年「人間関係づくりプログラム」》
本校及び龍野小･揖西東小･揖保小の６年生が龍野西

中学校に集い、｢人間関係づくりプログラム」で交流
しました。来春の中学校進学
を控え、いろいろなアクティ
ビティで、同級生達とふれあ
い、絆を深めてきました。

《1１月２９日（水） 特別支援学級「居住地校交流会」》
揖西西小校区に居住する西はりま特別支援学校の児

童４名が来校し、特別支援学級の児童と「さつまいも
スティック作り」をしました。
久しぶりの再会に喜んだり、
共に楽しく活動したりして、
同じ校区に住む友だちと交流
を深めることができました。
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※学校外の活動における表彰については、学校に情報提供があったものを紹介させていただいております。
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